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異なるENSO 位相にお ける熱帯季節内振動と偏東風サー ジとの 関係
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1．は じめ に

　熱帯 季節内振動 （MJO ）は 熱帯に お ける支配 的な変

動で あ るが、そ の 影響は 中緯度 にまで 及ぶ こ とが指摘さ

れ て い る。特に MJO 対流がイ ン ド洋上 で 活発 化 する位

相で は 、北太平洋上 に 高気圧性循環がみ られることが

知られ て い る（e ．g．，　Knutson 　and 　Weickmann ，1987）。

　 こ れ まで の 研 究 で は 、MJO 内部擾乱 の 振 る舞 い と

ENSO 位相との 関係に つ い て調査 して きた 。 その 結果、
El　Nifio発達期で は MJO 対流が西部太平洋 へ 到達した

際、赤 道付 近 の 擾乱が発 達しやす く西風 バ ース トが 発

生 しやす い こ とがわ か っ た 。

一
方で 、そ の 数週 間前には

中緯度 か らの 北東 風 の 吹 き込 み が み られ た。

　本研 究で は、MJO に対す る中緯 度 の 応 答や そ の フ ィ
ードバ ック効果 を ENSO の 位相によっ て 場合 分 けし、比

較した結果を紹介する。

2．デ ー
タと解析 手法

　海面気圧 （SLP）や地 上 風デ ータ に は、気象庁の 客

観解析デー
タ（JRA −25／JCDAS ，1．25°

grids）を用 い た 。

また、水蒸気量 の 指標 として、SSMXI から求 められた 可

降水量（1．0°

grid）を用 い た 。 解析期間は 、 1989年から

2008年 まで の 北 半球冬 季 （11− 3月 ）とした 。

　MJO 位相 の 決 定 にはEOF 解析を用 い た 。 20− 100日

の バ ン ドパ ス フ ィル タ
ー

をか けた （bpfL）200hPa速度ポ テ

ン シ ャ ル （15°N − 15°S）値 に EOF をか け 、　PC　IとPC2 の 値

からMJO を決 定 した 。 標準偏差 1．6を超 える25個 の イベ

ン トを抽 出し、各位相を基 準にコ ン ポジッ ト解析を行っ た。
ここで は 、MJO 対流が 中部イン ド洋上 で 発 達する位相

に対応するPC2 の極小 時をMJO 　Phasel とす る。

3．結果と考察

　図 1は MJO の Phaselにお ける bpf−SLP と地上風の コ

ン ポジッ ト図で ある 。 MJO 対流がイン ド洋上で活発化 し

た際、北太平洋上 に 高気圧偏差が みられるの は過去 の

研究と整合的である。 ここで 興味深 い の は、ENSO 位相

と関連 した高気 圧 偏差の 東西 シ フ トとそ こ か ら吹き出す

北東 風 サ
ージ で ある。El・Nifi。 発 達期 （図 1a）で は 、高気

圧 の 中心 が 日付変更線付近 にあり、偏 差 は西側 へ 広 が

るの に対 し、通 常期 （図 1b）で は 160°W を中心 に 北 東太

平 洋 上 に広 が っ て い る。そ れ に伴い 、高気圧か ら吹き

出す 北東風も El　NMo 発達 期で は 西 部太 平洋に まで 達

するの に対し、通常期で は 日付変更線の 東側に留まっ

てい る。

一方で 、El　Niio衰退期 （図 1c）で は、有意な高

気圧 偏 差 は少 なく、北 東 風もほ とん どみ られな い 。数 ヶ

月〜1年程 度しか違わな い El　 Nifio発達期と衰退期で

同じ MJO に対する中緯度応答が大きく異なる点は興味

深 い
。

　
一

般的に MJO は 暖水域 の 広がる西部太平洋まで は

対流を伴っ て 東進 する ことが 知 られ て お り、西 部太 平洋
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図 1Phasel における 20−100 日の バ ン ドパ ス フ ィ

ル ターをか けた海 面気圧 （コ ン ター、実線 は 正

値、1．5・hPa 間隔）と地上風 （ベ クトル ）の コ ン ポジッ

ト図。（a ）El　Nifio発 達期、 （b）通常期、（c）El
Nifio衰退期 。 陰影は 95％の 有意水準を示す。

まで 達して い る ElN 塩o 発 達期 の 偏東風 サ
ー

ジはこれか

ら東 進 して くる MJO 対流に影響を与え ることが推 測され

る 。 実 際、El　Nfioes達期 で は 西部北太平洋 にお い て有

意な収束偏差がみ られて おり（図略）、こ の 偏東風 サー

ジが水蒸気収束を通して 組織的な対流 の たちやすい 場

を形成して い る可 能性も示 唆され る 。 また、こ れまで の

研 究にお い て、EI　Nifio発達期は太平洋上で西風 バ ー

ス トが頻発する期 間で あるこ とが知られて い る 。 対 流活

動が赤道南側によりやすい 北半球冬季 にお い て 、偏東

風サージによる赤道北 側 の 湿 潤化は 、西 風バ ー
ス トの

原 因となる赤道をまた い だ 双子低 気圧 の 形 成に寄与す

るこ とも示 唆される 。
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